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決算説明会
2017年3⽉期 第3四半期

（証券コード：6594）
http://www.nidec.com

決算説明会

2017年1⽉24⽇

－注意事項－
本プレゼンテーション及び引き続き⾏われる質疑応答の際の回答には、将来に関する⾒通し、期待、
判断、計画あるいは戦略が含まれています。この将来予測に基づく記載や発⾔は、為替変動、製品に
対する需要変動、各種モータの開発・⽣産能⼒、関係会社の業績及びその他のリスクや不確定要素
を含みます。本プレゼンテーション及び引き続き⾏われる質疑応答の際の回答に含まれる全ての将来
的予測に基づく記載や発⾔は、プレゼンテーションの⽇に⼊⼿可能な情報に基づいており、私達は、法
令に定めのある場合を除き、このような将来予測に基づく記載や発⾔を更新する義務を負いません。ま
た、この記載や発⾔は、将来の実績を保証するものではなく、実際の結果が、私達の現在の期待とは、
実体的に異なる場合があります。このような違いには、多数の要素が原因となり得ます。これらの要素や
リスクについては当社の継続開⽰及び適時開⽰等の記載をご覧ください。
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表紙の写真は、スペインを拠点に⼤型プレス機を⼿掛ける当社⼦会社、⽇本電産アリサが⾃動⾞プレス部品世界最⼤⼿の⼀社であるGestamp Automoción社より受注し
た世界最⼤級となる加圧能⼒4,500トンのサーボプレスです。
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（百万円） 15年度
第3四半期(累計)

16年度
第3四半期(累計)

前年⽐ 16年度
通期⾒込

売上⾼ 895,353 868,228 -3.0% 1,200,000

連結決算業績（IFRS適⽤）
※

営業利益 90,286 106,197 +17.6% 140,000

営業利益率 10.1% 12.2% - 11.7%

税引前利益 92,467 107,771 +16.6% 140,000

純利益 69,526 81,638 +17.4% 105,000

⼀株利益（円） 234.19 275.25 +17.5% 354.01株利益（円） 234.19 275.25 +17.5% 354.01

対⽶ドル為替レート
平均・・・
期末・・・

121.70円
120.61円

106.63円
116.49円

-12.4%
-3.4%

110.00円
(4Q想定レート)
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為替感応度：1円あたり⽶ドルは売上⾼70.0億円、営業利益11.0億円、 ユーロは売上⾼11.0億円、営業利益3.0億円 （全てFY16通期ベース）

※当社は、2016年度の第1四半期から連結財務諸表に国際会計基準（IFRS）を適⽤しております。

第3四半期決算ハイライト

3Ｑ（累計）は、営業利益、税引前利益、純利益の各項⽬
において過去最⾼を更新。において過去最⾼を更新。
3Ｑ（3ヶ⽉間）は、税引前利益、純利益の各項⽬において
過去最⾼を更新。
製品グループでは、ビジネスポートフォリオ転換の推進役であ
る「⾞載及び家電 商業 産業⽤」の営業利益率が３Ｑ（累
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る「⾞載及び家電・商業・産業⽤」の営業利益率が３Ｑ（累
計）、３Ｑ（四半期）ともに10.5%と２桁強を持続。
業績予想（営業利益、税引前利益、純利益）を上⽅修正。
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2016年度3Ｑ（累計）の前年同期⽐増減分析（IFRS適⽤）

（億円）

▲1,010

+167
+417 +117 +38

【売上⾼】

FY15・3Q累計
（実績） 為替

変動
⾞載及び

家電・商業・産業⽤
機器装置 電⼦・光学、

その他
FY16・3Q累計

（実績）

8,954 8,682

,

（億円） +167 +42
+36【営業利益】

精密⼩型
モータ

▲9

5
FY15・3Q累計

（実績）
為替
変動

精密⼩型
モータ

⾞載及び
家電・商業・産業⽤

機器装置 電⼦・光学、
その他

FY16・3Q累計
（実績）

903
1,062

▲157

+80

全社費⽤

▲9

2016年度3Ｑ（3ヶ⽉）の直前四半期⽐増減分析（IFRS適⽤）

（億円）
+124

▲31

+19 +53

▲1

【売上⾼】

FY16・2Q
（実績）

為替
変動

⾞載及び
家電・商業・産業⽤

機器装置 電⼦・光学、
その他

FY16・3Q
（実績）

2,878
3,042

（億円）
+24

▲17
+2【営業利益】

精密⼩型
モータ

▲7

+1

▲5

6
FY16・2Q
（実績）

為替
変動

精密⼩型
モータ

⾞載及び
家電・商業・産業⽤

機器装置 電⼦・光学、
その他

FY16・3Q
（実績）

375 372

全社費⽤

▲7▲5
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通期予想（百万円） 通期予想

2016年度業績予想を再度修正（IFRS適⽤）

通期予想

＜期初の予想＞ ＜今回の修正＞＜2Q時の修正＞

1,200,000

135,000

11.3%

133,000

100,000

売上⾼ 1,250,000

営業利益 130,000

営業利益率 10.4%

税引前利益 130,000

純利益 98,000

1,200,000

140,000

11.7%

140,000

105,000

337.15

85.00
100円
110円
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⼀株利益（円） 330.41

配当⾦（円） 80.00

対⽶ドル為替レート
対ユーロ為替レート

110円
120円

（想定レート） （下期想定レート）

354.01

85.00
110円
117円

（4Q想定レート）

中期戦略⽬標中期戦略⽬標中期戦略⽬標
Vision2020
中期戦略⽬標
Vision2020

8
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① 連結売上⾼⽬標 2兆円
利益ある⾼成⻑の飽くなき追求

Vision2020 : 中期戦略⽬標

① 連結売上⾼⽬標 2兆円
（新規M&A 約5,000億円を含む）

② 内、⾞載売上⾼⽬標 7千億円〜1兆円
③ 連結営業利益率⽬標 15％以上

（株主資本利益率）

9

④ ＲＯＥ（株主資本利益率） 18％以上
（株主資本⽐率60%を前提⽬標）

⑤ グローバル５極経営管理体制の確⽴

2015年度
売上⾼：1兆1,783億円

（売上⾼：億円）

2010年度
売上⾼：6,760億円

2020年度
売上⾼：2兆円（⽬標）

1兆円

重点２事業に軸⾜を据えた成⻑を今後も加速

6,000
〜

4,000
億円

〜
7,000億円

3 484

4,480
億円

新規M&A
約5,000

億円
6,000

〜
4,000
億円

精密⼩型モータ ⾞載 家電・商業・産業⽤ その他の製品グループ
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重点２事業

億円3,484
億円

692
億円

942
億円

1,642
億円

2,713
億円

2,834
億円

1,756
億円

3,000
〜

2,000
億円重点２事業

重点２事業
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2020年度
売上⾼：2兆円（⽬標）

重点２事業の売上⾼成⻑が想定を超えて加速

FY2020の連結売上⾼の
ターゲットは2兆円（不変）も、

2020年度
売上⾼：2兆円（⽬標）

【従前までの想定】 【今回からの想定】

6,000
〜

1兆円
〜

7,000億円

新規M&A
約5,000

億円
6,000

〜

精密⼩型モータ ⾞載 家電・商業・産業⽤ その他の製品グループ
タ ゲットは 兆円（不変）も、

6,000
〜

6,000
億円

6,000
億円

新規M&A

•⾞載は、⾃律成⻑による
売上⾼6千億円が視野

•家電・商業・産業⽤も、
売上⾼6千億円が視野

1兆円
〜

7,000億円
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4,000
億円

4,000
億円

3,000
〜

2,000
億円

重点２事業

4,000
億円

3,000
〜

2,000
億円

重点２事業

5,000
億円

4,000
億円

売上⾼6千億円が視野

となり、FY2020売上⾼2兆円
（⽬標）の確度がアップ！

精密⼩型モータの将来像

6,000 20%

振動・触覚
その他⼩型モータ（振動・触覚含まず）
HDDモータ
営業利益率

（売上⾼：億円） （営業利益率）

FY20迄の売上⾼成⻑は
Target!

4,000

10%

15%

営業利益率 FY20迄の売上⾼成⻑は
年率約6%を想定
・HDDモータは横ばい
・その他⼩型モータは新製品
の連打で2桁超成⻑

営業利益率20％に向けた
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0

2,000

FY15 FY16 FY17 FY18 FY19 FY20
0%

5%
営業利益率20％に向けた
更なる改善を⽬指す！
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HDD市場の中⻑期トレンド予想

HDD数量は漸減も、
HDD容量は増加の800

1000

1200

400

500

600
（百万台） （EB）

552 564

469

HDD容量（右軸）
HDD数量（左軸）

＊

Ｈ

PC⽤途 外付け⽤途 CE⽤途 ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ⽤途（ﾆｱﾗｲﾝ・ﾄﾞﾗｲﾌﾞ） ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ

Ｈ
424 400

375 360 HDD容量は増加の
トレンド

HDD業界売上⾼は

＊EB: ｴｸｻﾊﾞｲﾄ = 1018ﾊﾞｲﾄ

0

200

400

600

800

0

100

200

300

400

'13 '14 '15 '16 '17 '18 '19 '20

8040

（CY）

Ｈ
Ｄ
Ｄ
数
量

Ｈ
Ｄ
Ｄ
容
量

（10億ドル） （ドル）

375 360 341

HDD業界売上⾼は
今後横ばいとなり、
HDD単価（ﾄﾞﾙ建）
は漸増を予想

（各種資料より⽇本電産推定） 13
0

20

40

60

80

0

10

20

30

40

'13 '14 '15 '16 '17 '18 '19 '20

HDD業界売上⾼（左軸）

HDD単価（右軸）

（CY）

Ｈ
Ｄ
Ｄ
業
界
売
上
⾼

Ｈ
Ｄ
Ｄ
単
価

（百万台）

HDD市場の短期トレンド

FY16/3Q実績は
⼤幅な上振れ

【前回のガイダンス】
（FY16、2Q決算時）

【今回のガイダンス】
HDD市場
当社ﾓｰﾀ

99
112

93

83 97 92 81

106
⼤幅な上振れ
年間ベースの予想値
も上⽅修正

99
114

100

83 97 102 86

112

HDD市場：410百万台/年
当社モ タ 353百万台/年

【前回（2Q時）のガイダンス】

83 81

FY16/1Q 2Q 3Q 4Q

14（⽇本電産推定）

（予想） （予想） （予想）（実績）（実績） （実績）

83 86

FY16/1Q 2Q 3Q 4Q
（実績） （実績）

当社モータ：353百万台/年

HDD市場：425百万台/年
当社モータ：368百万台/年

【今回のガイダンス】
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Vision2020 : 営業利益3,000億円達成に向けて

井⼾掘り経営
三⼤経営⼿法（マイクロ・マネジメント）の徹底で、更なる収益改善を図る

利益の絶対額に井⼾掘り経営
改善のアイテム出しは無限

１

家計簿経営
収⼊に⾒合った⽣活をする

２ 井戸掘り
経営

家計簿
経営

利 絶 額
よる成⻑を加速

15

収⼊に⾒合った⽣活をする

千切り経営
⼤きな問題も⼩さく切り刻めば解決できる

３ 千切り
経営

⾞載の収益改善（⼦会社Aの事例）

【⾞載事業、⼦会社Ａの営業利益率改善】

原価費⽬別に改善すべき項⽬を「井⼾掘り」「千切り」し、PDCAサイクルを実⾏
責任者（担当役員）が

週次計 実⾏

10%

15%

20% 週次計画・実⾏

CFO直轄チームが
⽇⾜でフォロー責任者（担当役員）へ

フィードバック

Ｐ

Ｄ

Ａ

Target!

（営業利益率）

材外費

労務費
直接経費

0%

5%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

16

CEO・役員が
週次進捗管理と対策を議論

フィ ドバック Ｄ
Ｃ

FY15 FY16

直接経費
販管費
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家電・商業・産業⽤の収益改善（⼦会社Bの事例）

「井⼾堀り」経営⼿法

「井⼾掘り」でVE/VA提案件数をアップ、「千切り」で飽くなき材外費低減を実現
【家電・商業・産業⽤事業、⼦会社Bの収益構造改善】

（構成⽐率） 「井⼾堀り」経営⼿法
●「井⼾掘り」によるVE/VA提案

件数の更なるアップ、効果刈り
取りを着実に実⾏中

「千切り」経営⼿法
●海外⽣産事業所の⽣産性を

⼤幅改善（⼈員合理化）
50%

75%

100%

営業利益率

材外費率

直接労務費率

Target!
10%弱 15%超15%弱

60%弱
50%台

半ば

材外費低減に
先ずはフォーカス！

（構成⽐率）

17

⼤幅改善（⼈員合理化）
●購買横串機能（ｽｹｰﾙﾒﾘｯﾄ）を

フル活⽤した原価低減
●部品の内製化や現地調達化を

推進0%

25%

上期 下期 上期 下期

間接労務費率

固定費率

FY15 FY16
（予）

⽶国エレベータ設備メーカー、カントン エレベータ社を買収

モジュール化戦略により北⽶市場エレベータ・パッケージ事業の成⻑を加速
【案件の概要】

カントン 買収後
【製品補完】 プレゼンス⼤ プレゼンス⼩

社名 カントン エレベータ社
（Canton Elevator, Inc.）

本社所在地 ⽶国オハイオ州ノースカントン

設⽴ 1946年

⼦会社 カントン アーキテクチュラル プロダクツ社

役員

取締役会⻑ プラディープ・スード
（当社 家電産業事業本部 ｴﾚﾍﾞｰﾀ&ﾄﾞﾗｲﾌﾞｼｽﾃﾑ事業

ビジネスプラットフォーム リーダー）
取締役社⻑ ブライアン ホ ト

カントン

パッケージ

キャビネット

コントロール

モータ

買収後

【取り扱い製品】
＜パッケ ジ＞ ＜キャビネット＞ ＜部品＞取締役社⻑ ブライアン・ホート

（旧カントン社 営業担当ヴァイス・プレジデント）
他２名

事業内容 商業施設⽤、住居⽤、貨物⽤エレベータおよび関連部品の
開発、製造、販売

従業員 98名

売上⾼ 33.7百万ドル（2015年12⽉31⽇決算）

＜パッケージ＞ ＜キャビネット＞ ＜部品＞

油圧ジャック

油圧パワーユニット

18
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Vision2030 : 売上⾼10兆円体制構築への準備①

1. ⾃律成⻑50%、M&A50%によ
る成⻑路線を再加速る成⻑路線を再加速

（M&Aによる成⻑加速）
2. 社員研修のメッカとなるグローバル

研修センター竣⼯が間近
（今春完成、社員⼒のアップ）

本社ANNEX グローバル研修センター（今春竣⼯予定）

19

3. ⽣産技術研究所の強化拡充
（製造業の原点とも⾔えるモノづく
り⼒⾒直しへの回帰）

⽣産技術研究所（向かって左の棟が⼀期、右の棟が⼆期）
（⼀期）2016年12⽉着⼯~2018年1⽉竣⼯予定、（⼆期）2020~2025年頃を予定

Vision2030 : 売上⾼10兆円体制構築への準備②

1. 企業規模拡⼤に備えた⼈材補強
を継続を継続

（特に経営⼈材・技術系）
2. 「働き⽅改⾰」を成功させる

（⽣産性を上げ、真のグローバル
企業への仲間⼊りを果たす）

20

3. ⼥性社員の積極登⽤と幹部育成
（⼥性が働きやすい制度・職場づく
りを促進）
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Vision2030 : 売上⾼10兆円体制構築への準備③

1. 知名度向上に向けた積極⾏動
（TVコマーシャル等の実施を中⼼（ マ シャル等の実施を中⼼
に集中展開）

2. Nidecブランドへの統⼀化
(One Nidec ⼤キャンペーン）

3 グループ⼀体化

21

3. グル プ 体化
(⼈事評価制度や賃⾦体系の統
⼀、出向・転籍等を通じたグルー
プ⼈材交流）

お問い合わせ先
⽇本電産株式会社 ＣＦＯ戦略部

ＩＲ室ＩＲ室
Tel： 075-935-6140

E-mail： ir@nidec.com

22
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業績推移業績推移

補⾜資料

業績推移・
製品グループ別状況

業績推移・
製品グループ別状況

23

5 5%

0.3%
(0.3%)サービス、オルゴール関連商品

電⼦・光学部品電⼦・光学部品電⼦・光学部品電⼦・光学部品

その他その他その他その他 (   )内のパーセントは昨年度の構成⽐率

精密⼩型モ タ精密⼩型モ タ精密⼩型モ タ精密⼩型モ タタ イ ト ポ タ

16年度第3四半期（累計）製品グループ別売上構成（IFRS適⽤）

38.1%
(39.3%)16.6%

(18.1%)

21.5%
（21.2%)

10.0%
(9.0%)

5.5%
(5.5%)

その他⼩型モータ
光ディスク装置⽤モータ、
ＯＡ機器⽤モータ、
ポリゴンレーザスキャナ⽤
モータ、

産業⽤ロボット、

HDDモータ

機器装置機器装置機器装置機器装置

精密⼩型モータ精密⼩型モータ精密⼩型モータ精密⼩型モータカメラシャッタ、スイッチ、トリマポテンショメータ、
部品加⼯、樹脂成型品

基板検査装置、⾼速プレス機器、チップ
実装機 計測機器 変減速機 ＦＡ機

家電・商業・
産業⽤

24 2%

8,682億円

46.2%
(45.9%)

ＭＰＵ冷却⽤ファン、
ゲーム機⽤ファン、
ＰＣ・通信機器⽤ファン、
家電⽤ファン、
⾃動⾞⽤ファン、
携帯電話⽤振動モータ、
ブラシ付モータ、
ステッピングモータ、
モータ駆動ユニット

⾞載及び家電⾞載及び家電
・商業・産業⽤・商業・産業⽤
⾞載及び家電⾞載及び家電
・商業・産業⽤・商業・産業⽤

実装機、計測機器、変減速機、ＦＡ機
器、カードリーダー

⾞載
22.0%

(22.7%)

24.2%
(23.2%)

24
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2,850 2,829
3,042

2,762
3,080

2,8783,023

372375

307 315299 297
274 12 2%

13.0%

売上⾼ 営業利益 営業利益率（％）

【売上⾼・営業利益の推移（億円）】

316 306

247

372
415

303 291 281
315

税引前利益 純利益

【税引前利益・純利益の推移（億円）】

連結決算ハイライト（IFRS適⽤）

274 12.2%
11.4%

10.5%
9.8% 10.0% 9.7%

15年度1Q 2Q 3Q 4Q 16年度1Q 2Q 3Q

1 135

営業CF 投資CF フリーCF

247
204

236233 220227

15年度1Q 2Q 3Q 4Q 16年度1Q 2Q 3Q

【キャッシュフローの推移（億円）】【配当⾦の推移（円）】

303

354期末配当⾦ 第2四半期末配当⾦ ⼀株利益 （予）

-793
-569

1,0301,135

461
341

15年度第3四半期(累計) 16年度第3四半期(累計)

40.0

40.0
45.0

40.0

303

15年度 16年度

（予）

25

1,3511,2741,3831,4371,3481,3891,373

売上⾼ 営業利益

【精密⼩型モータ（億円）】 【⾞載及び家電・商業・産業⽤（億円）】

製品グループ別業績推移（IFRS適⽤）

186 192

137

192
173173

116

売上⾼ 営業利益

売上⾼ 営業利益

108

142138 142

104105

142

15年度1Q 2Q 3Q 4Q 16年度1Q 2Q 3Q

売上⾼ 営業利益

【機器装置（億円）】 【電⼦・光学部品（億円）】

1,1921,169
948959

1,2961,1851,041

116

15年度１Q 2Q 3Q 4Q 16年度1Q 2Q 3Q

327
267271276259274270

36

56
49 53

4141
32

15年度1Q 2Q 3Q 4Q 16年度1Q 2Q 3Q

163159152148
167167158

15

29

21
28

1614
9

15年度1Q 2Q 3Q 4Q 16年度1Q 2Q 3Q

26
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四半期別の業績推移（連結売上⾼・営業利益）

3,500

4,000

350

400売上⾼（左軸） 営業利益（右軸）

（億円） （億円）

1,500

2,000

2,500

3,000

150

200

250

300

タイ

震災

売
上
⾼
︵
億
円
︶

営
業
利
益
︵
億
円

27
-500

0

500

1,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

-50

0

50

100

-254
FY08 FY09 FY10 FY11 FY12 FY13 FY14 FY15

リーマンショック

タイ
洪⽔

構造改⾰

⽶国会計基準 IFRS

FY16

︶

2.5 15

売上⾼

売上⾼成⻑（⾃律成⻑+M&A)と収益率の改善を両⽴させる
営業利益率15%以上

13 7％

Vision2020 : 売上⾼と営業利益率の⽬標

1

1.5

2

5

10

売上⾼
2兆円

売
上
⾼
︵
兆

営
業
利
益
率

新規M&A 

6 8237,093
8,751
億円

6 760

1.03兆円

13.9％

11.7％

9.7％

13.7％

10.7％
10.8％

1.20兆円
1.18兆円

10.0％

0

0.5

FY09 FY10 FY11 FY12 FY13 FY14 FY15 FY16 FY20

0

5売上⾼
5,716
億円

兆
円
︶

率
︵
％
︶

（⽬標）（予想）

6,823
億円 億円6,760

億円

2.5％

⽶国会計基準 IFRS 28
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55 4%

60%
15,000

財務規律を維持・向上させながら 営業利益率15%/ROE18%を狙う
（％）

60%

65%
（億円） 株主資本⽐率（右軸）

ROE（右軸）
営業利益率（右軸）

株主資本（左軸）
三位⼀体のROE向上
・ 売上⾼純利益率
・ 総資産回転率

Vision2020 :利益ある⾼成⻑と財務規律の両⽴

4 157

5,180

7,450 7,630

16.3%
15.0%

55.4%
54.9%

44.4%

41.3%

46.2%
47.5%

49.1%

42.3%

18%以上
6,000

9,000

12,000

45%

50%

55%

60%

20%

株主資本⽐率

総資産回転率
・ 財務レバレッジ

4,157

3,702

3,5533,403

2,971

9.2%

12.1% 12.0% 11.9%

8.9%

13.9% 13.7%

10.7%
9.7%

10.8% 10.0%

11.2%

2.0%

15%以上

2.5%

0

3,000

FY08 FY09 FY10 FY11 FY12 FY13 FY14 FY15 FY20

0%

5%

10%

15%ROE

営業利益率

（⽬標）

29⽶国会計基準 IFRS


